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本研究は、S市内の公立小学校 3校（A校・B校・C校）において、2013年 4月～2017年 3月の
4 年間に亘って行ったフィールドワークに基づく。フィールドワークは 4 期に分けられる。Ⅰ期




調査を行った。Ⅱ期（2013年 8月～2014年 3月）は、事前に了承を得て上記 3名の教員の同席の
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表１ インタビュー対象者・実施日一覧  
もとグループインタビューを実施した。Ⅲ期（2014年 4月～2015年 3月）は A校で 6学年に持ち
上がった K教諭と G教諭の参与観察とインタビュー調査を行った。Ⅳ期（2015年 4月～2017年 3























                                                   
7 G教諭の事例については別稿で論じる予定であるため、本稿では K教諭の事例に着目する。 
8 匿名化のため日付は月のみを記す。 















I校長 2013.7 男性。50代。2012年に A校の教頭から A校の校長に着任。 
J教頭 2013.7、2015.2 男性。50代。2012年に A校の教頭に着任。 
L校長 2017.3 男性。50代。2015年に B校の校長として着任。 
－ 33－
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担任し、4 月当初から二人の女子児童の生徒指導上の課題に直面したが K 教諭は対応策として、
保護者と児童の三者面談を考えて実践した。「親を巻き込んで親と共に足並み揃えて指導したいな
あっていう」思いで提案し、2 名の保護者も同意したということであった。１か月に 1 回の割合
で継続したこと、三者面談の場を子どもの振り返りと今後の変容の希望の場に位置付けたことが
功を奏し、この取組は「面白いぐらい効果出ました」〔2017/3〕と振り返っている。さらに、学年















学校経営学論集 第 6 号  2018 年 2 月             





































学校経営学論集 第 6 号  2018 年 2 月             





























業に参加した教師たちの事例分析―」『日本教師教育学会年報』第 20 号、学事出版、2011 年、
99－110頁。 
・和井田節子・亀山有希「新任教員の適応および初任者研修に関する研究」『名古屋女子大学総合
科学研究』第 5号、2011年、1－10頁。 
・ 和井田節子「若い教師の現状が教師教育研究に提起するもの」『日本教師教育学会年報』第 24
号、学事出版、2015年、42－50頁。 
・山﨑準二『教師の発達と力量形成―続・教師のライフコース研究―』創風社、2012年、429頁。 
－ 40－
